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大津島地区文化祭 平
成
二
七
年
十
一
月
一
日
大
津
島
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
幼
小
学
校
の
発
表
、
大

津
島
女
子
隊
二
〇
一
五
の
あ
あ
回
天
、
田
辺

夏
実
さ
ん
田
辺
春
菜
さ
ん
渡
辺
夏
代
さ
ん

赤
瀬
澄
江
さ
ん
の
日
本
舞
踊
、
安
達
照
子
さ

ん
高
松
よ
し
子
さ
ん
の
独
唱
、
し
ゃ
っ
き
り

の
合
唱
、
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
の
紹
介
、
若
潮
の

会
の
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
、
松
本
千
恵
子
さ
ん

の
紙
芝
居
、
水
戸
黄
門
大
津
島
漫
遊
記
の

劇
、
も
ち
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。 

バ
ザ
ー
は
、
若
潮
の
会
の
焼
き
鳥
等
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
う
ど
ん
カ
レ
ー
、
垣
の
内
農
園
の
柿

等
、
Ｊ
Ａ
周
南
、
郵
便
局
で
大
賑
わ
い
。 

 

作
品
展
示
は
、
生
け
花
、
島
ん
ち
ゅ
ぬ
宝
、

ポ
テ
ト
マ
ラ
ソ
ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
歴
代
生

徒
会
長
等
が
並
び
ま
し
た
。 

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
？  

笑
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
か
？ 

若
潮
の
会
の
一
つ
の
テ
ー
マ
「
遊
び
心
」

を
抱
い
て
今
回
文
化
祭
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。 

「
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
」
は
い
か
が
で
し

た
か
？ 

皆
が
練
習
不
足
の
中
、
不
安
一
杯

で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
さ
す
が
の
芸
達
者

三
人
！
抜
群
の
ア
ド
リ
ブ
で
乗
り
き
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
感
服
し
ま
し
た
。 

来
年
も
み
ん
な
に
楽
し
ん
で
貰
え
る
様

な
出
し
物
が
出
来
た
ら
と
思
う
と
共
に
、

替
え
歌
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
平
家
踊
り
、

長
持
唄
、
盆
踊
り
の
口
説
き
等
も
、
若
潮

の
会
で
し
っ
か
り
継
承
出
来
た
ら
と
思
い

ま
す
。 

最
後
に
六
郎
万
さ
ん
あ
ゆ
子
さ
ん
後
押

し
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
康
志
君
、

昭
彦
君
、
芳
利
君
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

来

年
は
も
っ
と
奇
抜
な
芸
を
用
意
し
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
。 

 
 

 

「
私
の
毎
日
」 

 

松
本
花
織 

私
が
通
っ
て
い
る
学
校
は
「
田
布
施
農
工

高
校
」
と
言
い
ま
す
。
学
校
は
「
生
物
生
産

科
」
「
環
境
土
木
科
」「
食
品
科
学
科
」「
機

械
制
御
科
」
が
あ
り
ま
す
。
私
は
生
物
生
産

科
で
、
野
菜
を
育
て
た
り
、
鶏
を
育
て
上
げ

て
食
品
に
す
る
経
験
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。 こ

の
前
は
、
自
分
で
育
て
た
キ
ャ
ベ
ツ
や

白
菜
を
持
っ
て
帰
っ
て
、
家
族
に
美
味
し
い

と
言
わ
れ
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

部
活
は
吹
奏
楽
に
入
っ
て
フ
ル
ー
ト
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
高
校
に
入
っ
て
か
ら
始

め
た
の
で
、
最
初
は
音
が
出
な
く
て
大
変
だ

っ
た
け
ど
、
今
は
ど 

う
に
か
つ
い
て
い
け 

る
よ
う
に
な
り
、
島 

の
文
化
祭
で
は
皆
さ 

ん
に
聞
い
て
貰
え
て 

嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

島
の
人
達
か
ら
も 

「
良
か
っ
た
」
と
声 

を
掛
け
て
頂
き
嬉
し 

く
て
、
島
の
皆
さ
ん 

は
本
当
に
あ
り
が
た 

い
と
思
い
ま
し
た
。 

今
は
先
輩
と
三
人 

だ
け
の
発
表
会
に
向 

け
て
毎
日
練
習
し
て 

い
ま
す
。 

「楽しんで笑って 

元気になれましたか？」 

文＝屋野 耕一 

周南市コミュニティ推進連絡協議会ホームページでも、「潮流」をご覧になれます。 http://gokan-furusato.org/community/community.html 
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田布施農工高校吹奏楽部が来島！ 

大津島(平成２7年 12 月１日現在) 

人口 305人 (男 129人 女 176人) 

高齢化率 76.4％ 



 
 

                           

 

数年ぶりに高齢化率下がった！ 

「大津島で新しい“いのち”が誕生しました」 

「私をよろしく」 

 文＝松本 千恵子 

知っちょるかね 

田辺
た な べ

 健二
け ん じ

君 

島 

春 

桜 

産
ま
れ
て
男
の
子
三
一
日

目
、
女
の
子
三
三
日
目
を
迎

え
、
よ
う
や
く
こ
の
地
の
人
間

の
仲
間
に
な
り
ま
し
た
と
氏

神
様
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
る

お
宮
参
り
。 

産
錦
を
掛
け
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
抱
か
れ
て
詣
で
る
の
が

慣
わ
し
。
父
親
は
一
升
枡
に
米

を
入
れ
た
中
に
酒
を
入
れ
た

徳
利
を
立
て
て
持
ち
、
後
に
続

く
。
お
宮
の
石
段
を
登
る
前

に
、
ま
ず
海
に
降
り
て
三
方
に

水
を
撒
き
、
次
い
で
赤
ち
ゃ
ん

の
額
に
水
を
付
け
浄
め
る
と

同
時
に
、
竜
神
様
に
も
挨
拶
を

す
る
。 

い
よ
い
よ
お
宮
に
詣
り
、
神

様
の
御
前
に
赤
ち
ゃ
ん
を
寝

か
せ
、
一
同
揃
っ
て
柏
手
を
打

ち
、
こ
の
子
の
末
永
き
幸
せ
と

健
や
か
を
お
願
い
申
し
上
げ 

 平成２７年１０月１６日。我が家に新しい家族が増えました。 

 3000g を超える、大きな恵まれた体で生まれてきてくれまし

た。すくすくと成長し、お宮参りの時には、体重も２キロも増

え、抱っこしていると筋肉痛と腱鞘炎になりそうになるくらい

です。その軽い痛みとしびれを感じると、「なるほどこれが、親

になった重みかと」思う日々です。 

 名前は「裕翔」と名付けました。妻が考えてくれました。 

僕が候補の中から決めました(笑)。自分の名前から１字取ったの

は、「子供からみても、恥ずかしくない生き方をしよう」という

目標の意味を込めました。 

 初めての子育てです。温かく見守っていただけたら幸せます。 

大友 翔太 あゆみ 

生年月日は平成２７年７月１０日です。体重は3404gでした。 

名前の由来は、ただただ健康に育ってくれればよいと願って

つけました。４人目ともなると多くは望まなくなります（笑） 

 健二を見かけると声をかけてくれたり抱っこしてあやしてく

れたりする島のおじちゃん、おばちゃんに感謝の気持ちでいっ

ぱいです。健二も声をかけてもらうと嬉しそうにニコニコ笑っ

ています。この静かな島で波の音を子守唄代わりによく眠り、

よく笑い、すくすく育っています。健二だけでなく上の３人の

子供たちにもいつも優しくして頂いてありがとうございます。 

田辺 浩一 綾子 春菜 夏実 晋一 

「おじいちゃんに抱かれてお宮参り」 

 

大友
おおとも

 裕
ゆう

翔
と

君 

て
祈
る
。
お
宮
参
り
と
聞
い

て
集
ま
っ
て
く
れ
た
島
の
人

達
に
、
赤
ち
ゃ
ん
の
顔
見
せ
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
の
お
印
の
お
菓
子

を
撒
い
て
拾
っ
て
貰
う
。
み

ん
な
の
笑
顔
に
囲
ま
れ
て
、

赤
ち
ゃ
ん
の
幸
せ
の
一
歩
が

始
ま
る
。 

あ
あ
、
あ
の
時
か
ら
数
え

て
六
十
と
六
年
。
い
ろ
ん
な

事
が
あ
っ
た
ね
え
。
み
ん
な

の
笑
顔
か
ら
始
ま
っ
た
人
生

も 

笑
顔
ば
っ
か
り
じ
ゃ
あ

居
ら
れ
ん
も
ん
ね
ぇ
。
じ
ゃ

が
、
も
う
一
回
自
分
の
人
生

は
笑
顔
か
ら
始
ま
っ
た
ん
じ

ゃ
と
思
い
返
し
て
、
元
気
に

一
日
を
重
ね
ん
に
ゃ
あ
ね
。 

あ
な
た
は
あ
の
日
か
ら 

何
年
経
っ
ち
ょ
っ
て
ん
じ
ゃ

ろ
う
か
。 

 



 

◆◇建国記念の日 奉祝行事◇◆ 平成 28 年 2 月 11 日（木） 
  
 アイランダー2015 参加報告会 開催！！ 

 

アイランダー2015 の様子 

 

周防大島の皆さんと 

力を合せて頑張りました。 

 

大津島の体操を、即席で考え

ステージで披露する古城君。 

大津島ブースが主催者の選ぶ 
「特別賞 受賞」 

見て下さい。この充実した顔(笑)。特別賞は、アイランダーのコン

セプトに合っていて、デザイン性に優れたブースに贈られる賞です。

全８４ブースで選ばれるのは、たった１つ。今年の経験を生かし、ま

た来年更なる躍進をめざし頑張ります。 

今年は、古城涼太君が大活躍！ 

 取材に、ステージに大忙し。大津島の名前も

勿論ですが、古城涼太の名前を、より多くの皆

さんに覚えていただきました。 

特産品（みかん・すだいだい・ひじき・士郎のカゴ）は、

すべて完売！！ご協力ありがとうございました。 

 

文化祭で上映しました「大津島じゃんけん映像」は、東京の会場でも、ぶち盛り上がりました。 

これは、シティーケーブル周南 カメラマン田中紘司さん協力のもと製作した、島のＰＲも兼ねた素晴らしい映像です。 

以下の写真は、じゃんけんにご協力頂いた方々です。ありがとうございました。 

 

今年は、接客、アンケートの記入、回収、声掛け、豆茶の準備、

販売。それぞれが役割り分担を行いました。 

 「島の暮らしをＰＲ」大津島ブースは、全島民の

写真と、３Ｄポップで、お客様をお出迎え。 



                             

 

～感想～ 
石田 信行 

アイランダーに２回目の参加をしてきました。今回は初回の「大津島を知ってもらう」に、新たに「大津島の魅

力ある暮らしを伝える」をテーマに加えたものにしました。 

当日は開場と同時に大勢の皆さんが、ガイドブック片手に大津島のブースにも来られ、大盛況でその対応に追われ

ました。 

特に力を入れて取り組んだ、移住に対する意向調査を盛り込んだアンケートでは、７５０人に応じていただきそ

の目的を十分達成できたと思います。 

 

石田 信行 

アイランダーに２回目の参加をしてきました。今回は初回の「大津島を知ってもらう」に、新たに「大津

島の魅力ある暮らしを伝える」をテーマに加えたものにしました。当日は開場と同時に大勢の皆さんが、ガ

イドブック片手に大津島のブースにも来られ、大盛況でその対応に追われました。 

特に力を入れて取り組んだ、移住に対する意向調査を盛り込んだアンケートでは、７５０人に応じていた

だきその目的を十分達成できたと思います。 

古城 涼太 

今年もブースには多くの人に来て頂けてアンケートも沢山回収することができました。アンケートを書い

て貰えたのはいいけど、もっとブースに人を留めて島の話しをじっくり伝えられたら良かったです。アンケ

ート結果を元にこれから定住してもらうには自分達に何が出来てどう PR するのかを来年は考えていけた

らと思います。 

渡邊 あゆ子 

｢アイランダーに行くんかね？｣｢頑張って来いさん｣今回の参加に際し、いろんな人に声をかけていただき

ました。とてもうれしく、背中を押してもらった気分です。ありがとうございました。 

安達 道代 

アイランダーでは、私は物販に精を出してすべて完売。すごく嬉しかったです。 

アイランダーは物産展ではないけれど、私がそうしているように、他の島のブースで買った特産品を並べ

て、大津島のブースに寄ってくれた誰かが何処かで、産地は違ってもひじきやすだいだいやカゴを見かけた

時に、「大津島ってあったよなぁ」って思い出してくれたら、それだけでも意味があると思いました。更に

はまた検索したり、行ってみようかなとかに繋がるかもしれないし。 

 ブースのデザインも評価されて、メンバー全員が笑顔で終えられて万々歳。 

 
六郎万 淳一 

出展に、たくさんご協力くださって本当にありがとうございます。風景や料理など、皆さんが今まで暮ら

してきたそのものがアピールできるものであり、「今の生活が大津島の未来に役立っている」ということを

大事にしています。昔取った杵柄もとっても大切です。いろんな知恵を集めて、新しいものを創っていきま

しょう。 

 

國兼 裕司 

昨年に引き続き参加をさせていただきました、ふるさと振興財団の國兼です。２年目ということで、実行

委員の皆さんは昨年より余裕を持って臨まれていたと思います。私もですが、余裕があった分、会場をまた

昨年と違った視点で見ることができ、得るものや、課題が見つかりました。それらを活かせるように、また

皆さんと頑張りたいと思います。 

 

大友 翔太 

今回は前回の経験を活かすため、当日の動きや接客方法を明確にし、ゆとりあるブース運営に努めました。 

 結果、去年よりも来場者一人一人に対して、納得いく接客をできる回数が増えたと思いました。それが成

果として「すだいだいの注文依頼」「空き家の問い合わせ～来島」などに繋がったと思います。 

 まだ、参加して２回目のイベントです。皆が飛び上がって喜ぶような、凄い成果を出すには、まだまだ時

間がかかると思います。しかし、小さな成果が生まれたことは、活動の弾みになります。 

今後もより多くの人に大津島を知ってもらい、島の魅力が多くの人たちに伝えるため頑張ります。 

～アイランダー2015の感想～ 
 

島 

春 

桜 



 
 
 

 

                            謹んで、新春のお慶びを申し上げます。 

旧年中は、地域コミュニティ推進につきましては、格別のご支援ご協力を賜り厚く御礼を

申し上げます。 

昨今の当地域におきましては、８月の世界スカウトジャンボリーの受入れや、１１月に池

袋で開催されたアイランダーに２年連続で出展することで、島の魅力を存分に発信しており

ます。また、中須北地区との交歓会や、文化祭での田布施農工吹奏楽部の出演など、島外と

の交流も盛んにすすめております。これもひとえに、多くの皆様のご協力のおかげでござい

ます。 

また、大津島出身者の会「若潮の会」においては、さくらまつりや運動会、文化祭、ポテ

トマラソンなど地域行事への参加やサポートをして下さいました。今後も会の皆様の活動

が、大津島の未来へつながることと期待しております。 

様々な取組みを通じて、これからの大津島に必要なことをみんなで考え実行していくこと

を続け、一人一人の生きがいを創ってまいりましょう。 

今後も皆様のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げますとともに、ご健勝とご多幸

をお祈り致します。     平成２８年 元旦 

 大津島地区コミュニティ推進協議会 会長 安達壽富 

「
遅
く
て
悪
い
か
」
と
ポ
テ

ト
マ
ラ
ソ
ン
の
一
言
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
始
ま
り
、
大
津
島
の
大
イ

ベ
ン
ト
に
位
置
す
る
大
会
も
四

半
世
紀
と
な
り
、
島
の
先
輩
各

位
の
企
画
と
共
に
、
周
南
市
体

育
指
導
員
の
ご
尽
力
に
よ
り
発

展
を
成
し
、
こ
の
大
会
に
も
近

年
絶
大
な
応
援
を
下
さ
る
若
潮

の
会
の
皆
様
の
若
き
日
に
元
根

は
有
る
様
に
思
わ
れ
ま
す
。 

中
学
時
代
の
島
内
一
周
駅
伝

大
会
に
発
し
、
須
金
か
ら
住
吉

中
学
校
の
間
を
走
る
駅
伝
へ
参

加
す
る
為
に
、
夕
遅
く
ま
で
指

導
に
基
づ
き
、
そ
し
て
自
主
的

に
走
っ
て
い
た
、
そ
の
雄
姿
が

現
在
に
連
な
る
。 

島
を
離
れ
都
会
で
活
躍
し
て

居
る
君
に
、
止
め
る
事
を
知
ら

ぬ
過
疎
高
齢
の
此
の
道
を
今
一

度
、
君
の
健
脚
を
見
た
い
も
の

と
、
少
し
早
い
が
正
月
帰
省
を

企
画
し
、
老
い
も
若
き
も
子
も 

文＝屋野 廣志 

「世界へ」 孫
も
、
餅
を
搗
き
、
弁
当
造
り
、

芋
汁
を
煮
て
、
走
り
、
遊
び
、

大
津
島
の
一
大
年
末
行
事
と
成

し
度
く
。
た
だ
し
、
当
時
生
活

は
安
定
時
で
は
あ
っ
た
が
、
働

く
事
が
最
優
先
、
伝
え
る
術
も

な
く
残
念
！ 

島
内
の
各
地
区
に
プ
ラ
ン
タ

ー
植
え
の
サ
ル
ビ
ア
、
葉
ボ
タ

ン
で
道
を
飾
り
ま
し
た
し
、
好

評
の
抽
選
会
の
特
賞
は
、
サ
ザ

エ
、
サ
ツ
マ
芋
な
ど
、
過
去
に

は
海
外
旅
行
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
）
宿
泊
券
も
あ
り
、
山
羊

一
頭
の
時
も
あ
り
、
徳
山
に
連

れ
て
帰
り
、
車
庫
に
て
飼
う
が

処
分
に
困
り
果
て
た
と
の
事
。 

ポ
テ
ト
マ
ラ
ソ
ン
に
始
ま
り

子
が
走
り
孫
が
走
り
曾
孫
が
健

闘
し
、
福
岡
に
別
府
と
走
り
、

ロ
ン
ド
ン
に
通
じ
、
ブ
ラ
ジ
ル

へ
と
大
津
島
の
健
脚
は
、
世
界

に
は
ば
た
き
、
大
津
島
は
世
界

ポ
テ
ト
マ
ラ
ソ
ン
の
発
祥
の
地

に
な
ら
ん
か
、
と
つ
ぶ
や
く
。 

 

大津島地区社会福祉協議会よりお礼 

平成２７年度善意銀行へのご寄付をありがとうございます。 

 

●預託者 佐藤 シキノ 様              

亡夫 佐藤 武 様の香典返しとして         

金５万円（市社協 10,000円 大津島社協 40,000円）   

 

●預託者 石田 英俊 様  

亡父 石田 望 様の香典返しとして 

金１０万円（市社協 20,000円 大津島社協 80,000円） 

 

 

移動図書館＜やまびこ号 Jr.＞ 

１月２２日（金） ２月２４日（水） 

●馬島巡航待合所  11：30～12：00 

●刈尾巡航待合所  12：20～12：50 

 
～事務局からのお知らせ～ 

大津島の最新情報は、オフィシャルFace bookページ 

で紹介しています。のほほん大津島 

ＵＲＬ：https://www.facebook.com/nohohon.oodushima/ 

編集後記  今号も、かなり気合い入れ

て作りました。是非、帰省されたご家族

にも「あんたも読んでみーさんね」と一

声かけていただけると幸せます。大友 


